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市
で
は
、
信
州
大
学
教
授
の
本
郷
実

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
中
性
脂
肪
や
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
質
異
常
症
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
く
「
健
康
づ
く
り

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

7
月
3
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

松
本
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、

本
年
度
か
ら
松
本
市
、
塩
尻
市
、
安
曇

野
市
の
3
市
に
障
害
児
・
障
害
者
相
談

支
援
の
た
め
の
中
核
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
地
域
ご
と
に
相
談
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
安
曇
野
市
に

お
い
て
は
、
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
る
ぷ
」
が
中
核
セ
ン
タ
ー
に
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。「
あ
る
ぷ
」
の

担
当
区
域
は
、
安
曇
野
市
、
麻
績
村
、

筑
北
村
、
生
坂
村
と
な
り
ま
す
。
昨
年

ま
で
、「
あ
い
あ
い
」
な
ど
「
あ
る
ぷ
」

以
外
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ

れ
て
い
た
皆
さ
ま
は
変
更
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

相
談
事
業
所
は
替
わ
っ
て
も
、
今
ま

で
ど
お
り
の
相
談
支
援
を
維
持
し
て
い

く
と
共
に
、
個
人
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
部
分
は
、
引
き
継
ぎ
の

際
に
最
大
限
の
配
慮
を
致
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
平
成
17
年

5
月
以
降
積
極
的
に
接
種
す
る
よ
う
勧

め
る
こ
と
は
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
で
は
新
型
の

「
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
」

の
安
全
性
の
確
認
と
供
給
実
績
な
ど
か

ら
、
第
1
期
の
標
準
的
接
種
期
間
に
該

当
す
る
人（
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、

3
歳
に
対
す
る
初
回
接
種
）
に
対
し
て

積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
を
受
け
、
本
年
度
の
該

当
者
に
予
防
接
種
予
診
票
を
発
送
し
ま

す
。

●
対
象
者　

4
月
1
日
現
在
3
歳
の
お

子
さ
ん
お
よ
び
本
年
度
中
に
3
歳
に

な
る
お
子
さ
ん
（
通
知
は
誕
生
月
の

前
月
末
に
発
送
し
ま
す
）

※
第
１
期
定
期
予
防
接
種
対
象
年
齢

（
6
カ
月
～
7
歳
半
未
満
）
の
お
子

さ
ん
の
う
ち
、
本
年
度
の
対
象
者
以

外
で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は

予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。
穂
高
健
康

支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
課
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
第
2
期
定
期
予
防
接
種
対
象
年
齢

（
9
歳
～
13
歳
未
満
）
お
よ
び
7
歳

半
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
お
子
さ
ん
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、今
後
、国
の
方

針
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
な
た
の
血
管
は
大
丈
夫
？

健
康
づ
く
り
講
演
会

問
穂
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

８1･

１
６
２
２ 

８1･

０
７
０
３
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

問
穂
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

８1･

０
７
２
６ 
８1･

０
７
０
３
）

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
る
ぷ
」

市
の
中
核
セ
ン
タ
ー
に

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

８1･

０
７
２
４ 

８1･

０
７
０
３
）

ま
た
は
松
本
圏
域
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー「
あ
る
ぷ
」

（

73
・
４
６
６
４ 

73
・
２
２
６
５
）

　

高
齢
者
が
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
明
る

く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
る
「
信
州
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
高
齢
者
作
品
展
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
出
品
者
資
格

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
26
年

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

●
募
集
部
門

日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、手
工
芸
、書
、

写
真
の
6
部
門

●
申
し
込
み　

8
月
10
日
（
火
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢

者
介
護
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
作
品

展
出
品
票（
所
定
用
紙
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
募
集
案
内
を
お
取
り
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
作
品
搬
入　

8
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢

者
介
護
課
ま
で
作
品
を
梱
包
（
こ
ん

ぽ
う
）の
う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
新
た
に
就
農
し
た
人
、
就
農

に
向
け
て
研
修
を
受
け
て
い
る
人
を
対

象
に
生
活
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

認
定
就
農
者
の
う
ち
、

就
農
し
て
か
ら
3
年
以
内
、
ま
た
は

里
親
研
修
制
度
に
よ
る
研
修
を
受
け

て
い
る
人
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

①
県
農
業
担
い
手
育
成
基
金
の
「
先
進

的
農
家
で
の
研
修
費
」
を
受
給
し
て

い
る
者
（
予
定
者
を
含
む
）

②
市
営
新
規
就
農
住
宅
に
居
住
す
る
者

③
国
・
県
・
市
、
そ
の
他
の
公
的
団
体

か
ら
就
農
者
育
成
・
生
活
支
援
の
目

的
で
月
額
3
万
円
以
上
の
給
付
を
受

け
て
い
る
者
。

④
親
族
の
認
定
農
業
者
と
一
緒
に
経
営

し
て
い
る
者

⑤
企
業
等
に
常
勤
雇
用
さ
れ
て
い
る
者

●
定
員　

3
人
程
度

●
給
付
額　

月
額
5
万
円
（
最
長
3
年

間
）
た
だ
し
、
給
付
期
間
満
了
後
、

市
内
に
居
住
し
、
農
業
に
5
年
間
従

事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法　

審
査
会
に
お
い
て
厳
正

な
審
査
を
行
い
支
援
対
象
者
を
決
定

し
、
本
人
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
申
請
方
法　

希
望
者
へ
は
市
営
農
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
間　

7
月
23
日
（
金
）
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
９
９
‐
８
１
０
１

安
曇
野
市
三
郷
明
盛
４
８
１
０
‐
１

安
曇
野
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

（
73
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

　

国
で
は
、
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

基
本
は
個
人
事
業
と
な
り
ま
す
が
果
樹

農
家
の
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。（
下
図
参
照
）
な
お
、事
業
承

認
後
で
な
け
れ
ば
着
手
が
で
き
ま
せ

ん
。ま
た
、事
業
ご
と
に
条
件
な
ど
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
三
郷
総
合
支
所
内
産

業
建
設
課
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口

へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

6
月
30
日
（
水
）
ま
で

に
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

祉

福
・

康

健

内閣総理大臣名の書状を贈呈
　先の大戦において、戦地等に派遣され、戦時
衛生勤務に従事した旧日本赤十字社救護看護
婦および旧陸海軍従軍看護婦（慰労給付金受給
者を除く）の皆さんに対して、そのご労苦に報
いるため内閣総理大臣名の書状が贈呈されま
す。詳しくは下記までお問い合わせください。
●請求期限　平成 23 年 3 月 31 日（水）
問総務省大臣官房総務課管理室業務担当
　（403･5253･5182）

「社資募集」にご協力をお願いします
　日本赤十字社では、皆さんから寄せられる
社費と寄付金により支えられ、災害救護を始
め、地域の奉仕活動、社会福祉支援などを行
っています。安曇野市地区においては、6 月よ
り社資の募集活動を行っています。皆さんの
一層のご理解と温かいご支援をお願いします。
問日赤安曇野市地区事務局
　（穂高健康支援センター内社会福祉課）
　（481･0716 681･0703）

２
０
１
０
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
展
作
品
の
募
集

問（
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）

健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

８1･

０
７
３
１ 

８1
・
０
７
０
３
）

業

農新
規
就
農
者
を
応
援
し
ま
す
！

生
活
支
援
金
の
給
付

問
三
農
政
課
集
落
支
援
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

問
三
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

（

77･

３
１
１
１ 

77･

６
０
６
０
）

事業名 対象品目 補助率 実施要件 助成対象者
防霜ファン
・防風網の整備 りんごなど 1/2以内 10㌃以上で、果樹共済に

加入していること
産地計画で産地の担い手
とされた農業者

条件不利園地の
廃園（伐採） りんご（わい化含む） 定額

（8万円/10㌃）
２㌃以上で、廃園面積と同
等以上の別な園地を担い
手へ集積すること

すべての農業者

特認植栽
（水田等への植栽） すべての果樹 1/2 以内 ２㌃以上

産地計画で産地の担い手
とされた農業者

小規模園地整備
①園内道の整備
②土壌土層改良

（簡易な暗渠）
すべての果樹 1/2 以内 ①10㌃以上

②２㌃以上

優良品種
・品目への改植

①りんご（わい化へ）
②りんご（普通樹へ）
③その他の果樹

①定額（32万円 /10㌃）
②定額（16万円 /10㌃）
③ 1/2以内

２㌃以上


